
子どもたちにもっと本を、子どもたちにもっと本を読む場所をとの願いから、「こども

の読書週間」は１９５９年（昭和３４年）に誕生しました。書物に親しみ、読書の喜び

や楽しみを知り、ものごとを正しく判断する力をつけておく！ 

学びの多い高校時代にぜひ、今後のあなたを支える 1冊に出会ってください。 

 

 

 

 

   

                                                                                                                                 

                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

り よ だ 館 書 図 
「読みたい本がきっと見つかる！」農芸図書館 発行 2022.4.8（金)                                                        

    

 
図書担当の先生方 

☆坂倉先生（農業）☆森下先生（農業）☆富田先生（社会）☆池田（司書） 

 

各クラス 2名の図書委員の選出があります。本を読むのが好きな人、 

イベントのお手伝いをしてくれる人、ぜひ図書委員に立候補してください。 

年間購読雑誌は 16 タイトル！今年度は 4誌あたらしく入れ替えました！ 

イベント期間 4/18(月)～4/22（金） 

 

この期間に本を借りた人には、雑誌バックナンバーをさしあげます。 

※初日に限り一人 1冊 OK。2日目以降はほしいだけ持ち帰り OKです。 

農芸図書館も環境に配慮したリサイクル活動に取り組んでいます。みなさん

ぜひご協力お願いします。 

※期間中でもなくなり次第終了します。お早めにお越しください。 



小さいコトが気になります 
何となく気になる、なぜか気になる、 

人ん家の植え込み、モンブランの中身、 

毎年の桜、エンドロール…。人生に 

ほぼ必要のない、どーでもいいけど、 

どーしても気になることありませんか？ 

小さいけど大事な益田さんの確認。 

最新のエッセイ＆漫画集。！ 

名前だけでもおぼえてください 
ある老人・賢造と売れない女性芸人 

・保美がお笑いコンビを結成。 

絶妙な掛け合いが評判になり、 

人気芸人へとのし上がる。 

だが、高齢の賢造は限界を感じ始め、 

解散がさけられない状況に。 

最後に下した決断は。 

ランドセルが教えてくれたこと 
小学校入学したのは何年前？ 

ぴかぴかのランドセルにウキウキした？ 

タイガーマスクに憧れて２５年間、 

ランドセルを子どもたちに手渡し続けて 

きた社会貢献活動家・中谷よしふみの 

物語。 

泣きたい夜の甘味処 
とある町に、ひっそりとたたずむ 

一軒の甘味処。熊と鮭が営む 

このお店は、夜だけしか営業して 

いません。 

提供するのは温かいお茶と、 

甘いもの一品だけ。今夜も、 

疲れて泣きたい人々がこの店に 

迷い込みます。ひと時の憩いを 

いっしょに味わいませんか？ 

結んでつくるマクラメの 

猫ハンモック 
小さな部屋でも大丈夫！結ぶだけで 

作れて吊るせるハンモックなら愛猫が 

心地よく過ごせる世界一の居場所を 

作れます！主要な材料は糸だけ！  

愛猫の体や性質に合わせて選べる 

１７種類のハンモックのつくり方を紹介。 

あいつゲイだって  
2021年 11月は一橋大学 

アウティング事件の控訴審判決から 

1年にあたる。「パワハラ防止法」 

により 2022年 4月からは中小企業 

でもアウティングの防止対策が義務 

付けされることになっている。 

なぜアウティングは不法行為と 

判断されたのか？なぜ性的指向や 

性自認といった個人情報の暴露が命の問題に 

つながってしまったのか？ 

古見さんは、コミュ症です。 
話したい、話せない。この緊張が、 

伝わっていたらどうしよう。だれもが 

振り返る美少女はコミュ症。 

「どうやって話しかけよう」 

「話しかけた後どうしよう」と考えて 

しまう古見さん。人付き合いで胸が 

締め付けられる全ての人に中毒必至 

のヒロインコメディー！ 

① ～最新巻まで続々入荷中です。 

             

農芸高校図書館 2022.4.8発行 読みたい本のリクエスト受付開始します！カウンターの BOXに用紙を記入していれてね。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生を祝う 
「あなたは、この世界に生まれて 

きたいですか？ この世界に 

生まれてきてくれますか？」 

子どもを産むためには、出生前に 

胎児の意思を確認する 

「合意出生制度」が法制化された 

近未来の日本が舞台の衝撃作。 

365日 #Tシャツ起業家 

２５歳でＩＴ企業を退職し消費者 

と生産者を直接つなぐオンライン 

直売所「食べチョク」を設立。 

やりたいことがないコンプレックス 

をどう克服したか？プライベートも、 

寝る時も、なぜ毎日Ｔシャツを着続け 

るのか？一次産業の変革に挑む起業家 

の思考法に迫る。 


